
事 務 連 絡

平成 17年  4月 25日

各エイズ治療拠点病院 殿

国 立 国 際 医 療 セ ン タ ー

エイズ治療 ・研究開発センター長

エイズ治療 ・研究開発センター研修募集要項の送付について

当エイズ治療 。研究開発セ ンターの運営につきましては、かねてより格別のご協力を

賜 り、厚くお礼申し上げます。

さて、表記研修につきましては、平成 9年 度より各医療機関か らの受け入れを行って

きているところでありますが、この度、平成 17年 度エイズ治療 ・研究開発センター研

修募集要項を策定いた しましたので、別添のとお り送付いたします。

担当 〒 162-8655

東京都新宿 区戸 山 1-21-1

国立国際医療セ ンター

エイズ治療 ・研究開発セ ンター

医療情報室 研 修相談係
｀
    TEL 03-5273-6829(直 通)

F A X  0 3 - 3 2 0 8 - 4 2 4 4 ( 直通)



平成 17年 度エイズ治療 口研究開発センター研修

(ACC CHnにal Trahhg Course)募集要綱

1.エイズ治療・研究開発センター(AIDS Cttnical CenteriACC)概要

ACCは 、臨床、臨床研究、情報提供及び研修の4つの主な機能を有しており、国内外のエ
イズの治療、研究機関との協力体制の下に、エイズの最先端医療の提供と、エイズ診療の全国
的なレベルの向上を図るため、ブロック拠点病院並びに全国約360カ所の拠点病院との連携
を進めている.

2.ACC Clinical Training Course

ACC Cli出ctt Training Courseには、実際にHIV/AIDS患 者の診療に当たる医療従事者
を対象とし、短期基礎コース、1週間コース、歯科コース、の3コースが設置されている。
研修の 目標としては、以下のとおりである。

長際に診療・ケアができる!<師、看護師そ /rl他コメデ ィヵル・ケアスタッフを養成する.
診療情報提供や対外支援活動を紹介し、HIV/AIDS診 療に携わる医療従事者の全国的ネ
ットワークを構築する。

コースには、講義、専門外来、治療 ・研究開発センター病棟における実習プログラムや、患
者と交流することで患者理解を深めるプログラム等が設けられている。
また、1週間看護師等コースにおいては、より充実した研修を提供するため、週後半からHIV
看護と院内感染防止について、実際に入院患者のケアを通し理解を深める病棟実習コースと
外来初診時の間診からき者教育寸旨導に至るまで、患者との面談を通じ埋解を深める外来実
習コースの2コースを設け予め選択して受講出来るようにした。

3コ ースの募集人員等

(1)短期基礎コース(2日間)

年 1回実施  1月 26、27日 (予定)

※現時点では日程の変更があり得ます。

変更がある場合は、ACCホ ームページ上で告知、申込者には連絡を致します。
募集人員 (原貝」)i医師及び看護師等合計50名程度

(2)1週間コース(5日間)

年4回 実施

7 月1 1 日 ( 月) ～ 1 5 日 ( 金)
1 0 月  3 日 ( 月) ～  7 日 ( 金)
12月  5日 (月)～  9日 (金)

募集人員

医師ヨース3名

看護師等コース 4名

(外来実習コース)2名

(病棟実習ヨース)2名

病棟実習においては、HIV患 者看護経験があり、看護師経験が5年 以上あ
る方を優先する。

注)「看護師等」には、検査技師、栗斉」師等のコメディカルスタッフを含む。
医師、看護師の同時参加をお勧めします。
各ヨースの受入人員については、申し込みの状況により増減する場合がある。
ACC研 究室における基礎研究についての紹介を希望される方は、申込みの際にその旨
ご連絡ください。ただしラボの見学はできません。

(3)歯科ヨース(3日間)

年4回 実施



7 月 1 1 日 ( 月) ～ 1 3 日 ( 水)
1 0 月 3 日 ( 月) ～ 5 日 ( 水)
1 2 月 5 日 ( 月) ～ 7 日 ( 水)

募集人員 歯 科医師及び歯科衛生十等計4名

4.研 修内容

参考として別紙平成16年度短期コース、1週間コース及び歯科コース実施プログラム添付。

5々対象者

医療機関等において、主としてエイズ診療に携わる実務担当者であり、研修修了後も、将
来に渡り同診療ロケアの実務担当者としての機能を果たせる者に限る。

なお、本研修プログラムのレベル上、研修前にそれぞれの施設におけるHIV/AIDS診 療・

ケア状況についての概要の把据=悟il杓実習等を行うなどの準備をお願い|たい

6.研 修用教材

研修テキストを研修員全員に配布。適宜、必要な資料等はその都度配布する。
専門用語などについては、予習をして研修に参加する。

7研 修参加費等

無料(但し、交通費、宿泊費等については各自負担すること。)
エイズ治療拠点病院の方の申請は、病院、都道府県等にお問い合わせください

8.修 了証書

短期・基礎コースを除いた、企てのコースの受講者に修了書を授与する。

9.宿 泊施設

各 自手配すること。

10.申 し込み方法等

研修申込書(別紙様式)により、研修を希望する月の甫t々月の10日までに老、着するよう郵送
にて受け付ける。

研修の受け入れの可否については、書類選考の上、文書にて通知する。
なお、応募の状況により、事前に実施時期及び人数等の調整を要する場合があるので予め了
知のこと。

11.申 込書送付先(問い合わせ先)

T 162-8655

東京都新宿区戸山1-21-1

国立国際医療センター

エイズ治療 ・研究開発センター

医療情報室研修相談係   ■    イ

TEL03-5273-6829(直 通)

FAX03-3208-4244(直 通)



第1 日目

13:00-13:10

13:10-14:00

14:00■14145

14:45-15:00

15:00‐15:40

15:40-16:20

16:20-17:00

平成16年 度 短期基礎コース

開.会挨拶   ‐

HIVの基礎と検査

針rllし事故防止と暴!露後対策

休憩

切1診時の検査とデ■夕の見1方

お擦方才ドラ才うと楽キi論と
抗白iV薬の副作用 ■ |

炉蟹曇堰|デ下‐FI千:41::1‐?骨]
休憩

HiV感染者の看護       ~

日和見感染症‐‐|   ‐  ‐ | ■‐■ ‐

昼休み

免疲‐再樟‐築! ‐   .|  ■ |‐

特にIDSとミト|ンドウア障害にうしヽそ■|

休憩

合併した肝条の冶療       ‐  ‐|

女t生とHiV ‐               |

総‐合討論             |

第2日目

9:30-10:00

10:00・10130

10:30-10:50

10:50-11:20

1112い1を99

12:00-13:00

13:00■i3:40

13:40■14110

14:10-14:30

14:30と15:10

15:10■15150

15:50‐16:30



2日 目 3日 目
午 前

襟拶

オリエンテーション

ACC紹 介ビデオ

HiV/AID Sの 歴史 診猿のポイント

A net ACCの 今後の謀題

初診時模査とテータの読み方

外来見学

抗的V楽のレヒュー

患者理解

外来見学

病棟実習

外来見学

病棟実習(口診 フリーテイスカツカン)

打V感染症と口確保健

サポート形成支援

ヨ和見感業定の予防

午 後 1000-14 001Acc会 議室)

Acc診 疾体伸に初診キの対応

患者教育/島 日

1410～ 15打0(ACC会 議室)

抗用V療法の服棄支援/池 田

1520～ 1620(ACC全 義室Ⅲ

HIV/AID S概 勢′本田

1690～ 1730(ACC会 義笙|

的V感 染症 とSTD

外来カンファ

はばたき橋社事業団見学

HttRTの 実際

カリ=肺炎 ハク,悦感作

女性と町V感 黎症

入院カンファ

日和見感染左 (杭酸菌症)

病棟口診

カリニ姉炎の定例検討

鉢刺し事故の対応の実際

寓疑応答 総情

1

5日 目

模拶

オリエンテーション

ACC紹介ビデォ

H I V  A I D  Sの歴史 診宗のホ″ン

A n o t  A C Cの今後の録題

初診時接査と,一夕本の読み方

杭的V葉のレヒュー

患者理解

病棟実習 外来診療とCN活 動見学

一中

申

　

中

サポ一卜形成支援

　

　

中

的

午 後

ACC診 宗体制と初診時の対嗜

急者教育

抗「8V京法の服葉支援

HiV/AID S切 静

感碧防御技い

田V感業たとSTD

外来カンファ

はばたき福祉事業団見学

杭円V療法導入の事例検討

方り=肺炎 Aク'脱感作

女性と的V感業症

外来見学

日和見感業症(抗酸菌rE)

病棟回診

ケースカンファレンス

苺疑応答 総指

1

対日目

午前

挨拶

オリエンテーション

ACC紹 介ビデオ

HIV/AID Sの 歴史 診疾のボイント

A not ACCの 今後の課出

初診時検査と,―ターの読み方

抗莉V業のレti―

患者理稗

病棟オリエンテーション

入院患者紹介 概婁

感染防御の基本

病棟来習

病棟実習 病棟実習

午 後

ACC診 病体制と初診時の対応

患者教育

抗円V病法の月R案支援

HIV/AFD S堀 諭

感業防御務論

円V感 柴定 とSTD

外来カンファ

はばた吉福 祉事業 国見 学

カンファレンス参加

病棟来習

外来見学

入晩カンファ

カンファレンス参加

病僚実督

賞疑応答 総情

僕拶

オリエンテーション

ACc紹 介ビ亨ォ

HN/AID Sの歴史 診宗のポイント
A hot ACCの今後のま題

初診特検査と,中 の読み方

患者理解

HIV感染者の歯科診療

歯科口睦外科外来見学

病棟オリエンテーション

ACC診 家体制と初診時の対応

患者教育

抗円V環法の服薬支援

HIV/AID S堀 輸

用V感 染症 とSTD

外来カンファ

はばたき福祉事業 国見字

HiV医療と歯科

ケースブレゼンテーション

質疑応答 反省会

外来見学



別紙様式

エ イ ズ 治 療 ・研 究 開 発 セ ン タ ー
研 修

(ACC Clinical Training COurse)申 込書

平成  年   月   日

国立国際医療センター総長 殿

住 所

施設長等 名  称

氏 名

エイズ治療 。研究開発センター研修 (ACC Clinたal Training Coursc)募集要項に基づき、下記の者の参

加を申し込みます。

1医   師 1 1 短 期基礎 2 -週 間

希望コース 看 護師等   1 年 期基礎 2  ム 週間 (外来実習)‖   ム週間 (病棟実習)

印 可

稿 扇 議

~ ~

十月卜月日つ 月 日～ 月 日 台  月 日～ 月 日

氏 名

1 列

ガナ

|

性  別       1 男      2 女
     型 1  19  年    月     日 ( _  才 )

T

所属施設名

及び所在地 TEL     (     )     FAX     (     )

事務担当者 |(職 名 )(氏 名

ヅ 孔L…  ぃ  …
e―llla l l

取得免許 専

最終学歴 1 学 校名 学部 ・学科

1  有

2  無

(  3例 未満  1 0例 未満

ケ月)

)科

0例 以 L ) 経 験期間

2 無

□ 外 来 □  病 棟

年 ヶ月)

エイズ診療 十

経験の有無
|

外来での診療 。指導の有無

1 有  経 験期間 (  年

現勤務科 (

今までに受

講したエイ

ズ研修等
|

(ご自身の日標、または期待される研修内容をご記入 ドさい。)

研修日標
 |

|


